
 

 

 

 

宇佐町・片野新町地区浸水対策事業に関する 

公共事業評価の結果について（報告） 
 

 

１ 浸水対策の基本的な考え方 

本市ではこれまで、浸水被害の最小化を目指して、積極的に雨水整備を進めてきた。

しかしながら、平成３０年７月の豪雨で多くの浸水被害が発生したこと、そして、今後

も気候変動等により激甚化・頻発化する豪雨から市民の生活を守るため、「北九州市上下

水道局雨水対策基本方針」を令和３年３月に策定した。 

この基本方針では、「浸水リスク」や「都市機能集積度」を定量的に評価したうえで、

新たに「重点整備地区」（１６地区）を設定し、本市における過去最大規模の降雨（70mm/h）

に対して、床下浸水が概ね解消できるよう、より一層効果的に雨水整備を進めている。 

 

２ 宇佐町・片野新町地区の浸水対策事業 

宇佐町・片野新町地区（重点整備地区）では、平成２１年、２２年、２５年、 

２９年、３０年の豪雨により浸水被害が発生した。特に、平成３０年７月の豪雨で 

は、市内で過去最大規模の降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床下浸水 

１５６戸の被害を確認した。 

 そのため、過去に大きな浸水被害が発生した当地区において、災害に強く、安ら 

ぐまちの実現を図るため、雨水貯留管や雨水増補管の整備手法を立案し、令和５年度、 

公共事業評価の事前評価１を実施した。（令和６年１月２４日、令和６年３月２１ 

日 環境水道委員会 報告済） 

令和６年度、事前評価１の外部評価での意見を踏まえ、事業費を精査し、費用便益比

（B/C）を算出したうえで、北九州市公共事業評価システム要綱に基づき、事前評価２（外

部評価、パブリックコメント）の手続きを進めてきた。（令和６年１２月１０日 環境水

道委員会 報告済） 

 

３ 計画概要 

(1) 事 業 期 間 令和５年度～令和１２年度（うち工事期間 8～12 年度） 

 (2) 整 備 内 容 宇 佐 町： 雨水貯留管（内径：φ4,500mm 延長：約 1,700ｍ） 

片野新町： 雨水増補管（内径：φ1,100mm 延長：約 600ｍ） 

(3)  整 備 目 標 本市における過去最大規模の降雨（70mm/h）に対して、床下浸水の 

概ね解消を図る。 

(4) 事 業 費 ９３億円 

(5) 費用便益比（B/C） １.７９ 
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４ 公共事業評価に関する検討会議（外部評価）の結果 

(1) 実 施 日 ： 令和６年１２月２４日（火） 

(2) 評価結果 ： 「本計画どおり進めていくことについて異論なし」 

５ 市民意見の聴取（パブリックコメント）結果 

(1) 意見募集期間 ： 令和７年１月１４日（火）～令和７年２月１２日（水） 

(2) 意見提出状況 ： 提出者数３名、提出意見数７件 

(3) 意見聴取結果 ： 「計画の修正なし」 

６ 市の対応方針 

「計画どおり事業実施」 

７ 市民意見の聴取（パブリックコメント）結果及び市の対応方針の公表 

(1) 閲 覧 ・ 配 布  

期間 ： 令和７年３月１１日（火）～令和７年６月１０日（火） 

   ※９時～１７時（開庁日のみ） 

場所 ： 上下水道局下水道計画課（小倉北区役所西棟６階）、 

各区役所総務企画課及び出張所、総務市民局広聴課（市役所１階） 

(2) ホームページ掲載  

期間 ： 令和７年３月１１日（火）～令和８年３月３１日（火） 

ＵＲＬ ： https://www.city.kitakyushu.lg.jp/suidou/s01101124.html 

８ 今後の予定 

令和７年度     実施設計 

令和８～１２年度  工事 

 

 

【参考】これまでの経緯 

 〇 令和５年度：基本計画、公共事業評価（事前評価１） 

  ・ 令和６年１月２４日 常任委員会（環境水道委員会）報告 

    事前評価１の検討会議（外部評価）開催・パブリックコメント開始について報告 

・ 令和６年１月３０日 検討会議（外部評価）開催 

  評価結果「本計画どおり進めていくことについて異論なし」 

・  令和６年２月１３日～令和６年３月１３日 パブリックコメント実施 

（提出者数４名、提出意見数１０件）「意見聴取結果「計画の修正なし」 

・ 令和６年３月２１日 常任委員会（環境水道委員会）報告 

事前評価１の検討会議（外部評価）・パブリックコメントの実施結果について報告 

 

 〇 令和６年度：基本設計、公共事業評価（事前評価２） 

 ・ 令和６年１２月１０日 常任委員会（環境水道委員会）報告 

事前評価２の検討会議（外部評価）開催・パブリックコメント開始について報告 
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公共事業評価に関する検討会議における留意点とその対応 

（対象事業：宇佐町・片野新町地区浸水対策事業） 
 

市の対応方針（案） 

計画どおり実施 

 公共事業評価に関する 

検討会議での意見 
市の対応方針（案） 

（１） 

浸水範囲の縮小

について 

シミュレーション上は事業完了

後も若干の道路冠水箇所が残るこ

とを踏まえ、関係部局と調整のう

え、浸水範囲の縮小に努めていただ

きたい。 

 

道路部局などと連携しながら浸

水範囲の縮小に努めてまいりたい。 

（２） 

住民とのリスク

コミュニケーシ

ョンについて 

自然災害は完全には防げないこ

とを踏まえ、豪雨災害のリスクや避

難について住民に十分な説明、啓発

を行っていただきたい。 

地元説明などの機会を活用し、危

機管理部局と協力しながら住民へ

の十分な説明に努めてまいりたい。

また、引き続き浸水対策に関する広

報（市政だより、くらしの中の上下

水道）での啓発にも取り組んでいき

たい。 

（３） 

公園利用者等と

のコミュニケー

ションについて 

利用者が多い三萩野公園の一部

に工事ヤードが設置されることか

ら、公園の利用者や指定管理者と十

分なコミュニケーションをとって

いただきたい。 

公園管理者（指定管理者を含む）

と十分なコミュニケーションを図

りながら公園利用者への周知に努

めてまいりたい。 

（４） 

埋設物等の事前

調査について 

他の事業についても事前の調査

をしっかり行うしくみ（工夫）を検

討していただきたい。 

関係部局で事例を共有し、市全体

で事前調査の精度向上に向けた検

討を進めてまいりたい。 
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提出された市民意見の概要及びこれに対する本市の考え方 

（対象事業：宇佐町・片野新町地区浸水対策事業） 

１ 意見募集期間 

令和７年１月１４日（火）から令和７年２月１２日（水）まで 

２ 意見提出状況 

（１）提出者：３名 

電子メール 郵送 ＦＡＸ 持参 

２名 ０名 ０名 １名 

（２）提出意見：７件 

３ 意見の内容 

事業の推進について：２件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  昨今の異常気象による雨量の増加に伴う浸水

対策は大変重要だと思う。 

 災害に強く、安らぐ

まちの実現を図るた

め、事業を着実に推進

してまいりたい。 
なし 

２ 宇佐町・片野新町地区浸水対策事業を行うこと

で、過去最大規模の降雨に対して床下浸水が概ね

解消されるということで、地元住民としてその整

備効果に期待している。 

 

 

市民周知について：２件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１ 高齢者が多い地域のため、豪雨災害のリスクや

避難については、周辺住民に十分な説明、啓発を

行うこと。 

 地元説明などの機会

を活用し、危機管理部

局と協力しながら住民

への十分な説明に努め

てまいりたい。また、引

き続き浸水対策に関す

る広報（市政だより、く

らしの中の上下水道）

での啓発にも取り組む

とともに、事業への理

解を深めてもらえるよ

う見学会の開催などを

検討してまいりたい。 

なし 

２  地面下での重要な工事、目に見えないため市民

にはわかりにくいことだが、昭和町雨水貯留管の

見学会に参加し理解が深まった。 

今回はそれ以上の規模の事業のため、見学会の実

施、パンフレット、市政だより、広報紙、SNS の

活用、PR 動画等、今後の発信に注目している。市

民センターや関連施設の活用も是非検討しても

らいたい。 
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安全への配慮について：２件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  広島県では工事中の地盤沈下、埼玉県では道路

陥没事故が発生するなど、下水道関連の事故につ

いてニュースで報道されているので、早期の整備

をお願いしたところではあるが、工事の際には、

細心の注意を払って工事をお願いする。 

 また、工事前には説明会を行うなど、地域の住

民が安心できるような取り組みを積極的に行っ

てもらいたい。 

工事にあたっては、

事故等が発生しないよ

う安全管理の徹底に努

めてまいりたい。また、

地域の住民が安心でき

るよう説明会を行うと

ともに、工事の進捗状

況の定期的な情報提供

等を検討してまいりた

い。 

なし 

２ 工事は長期に渡り、地下での工事になるため、

地上からは工事の状況が分からず生活道路の陥

没の可能性など安全に不安がある。 

市政だよりやホームページ・現場での掲示など

で工事の具体的な進捗状況の定期的な情報提供

があれば安心だと思う。 

 

 

事前調査について：１件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  検討会議の構成員の意見と同様、事前調査の精

度向上をお願いする。 

関係部局で事例を共

有し、市全体で事前調

査の精度向上に向けた

検討を進めてまいりた

い。 

なし 
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公共事業評価に関する検討会議の評価結果 

及び市民意見の聴取結果を踏まえた市の対応方針 

（対象事業：宇佐町・片野新町地区浸水対策事業） 

【対応方針】 

計画どおり実施 

【対応方針決定の理由】 

本市ではこれまで、浸水被害の最小化を目指して、雨水管や排水ポンプなどの整備に取組んで

きた。しかしながら、近年、気候変動の影響により、局地的な豪雨や想定を上回る降雨の発生頻

度が増加傾向にあり、整備基準を超える降雨によって浸水被害が発生している。 

このような状況を受け、上下水道局では、令和３年３月に「雨水対策基本方針」を策定した。

この基本方針では、激甚化・頻発化する豪雨から市民の生活を守るため、「浸水リスク」や「都市

機能集積度」を定量的に評価したうえで、新たに「重点整備地区」（１６地区）を設定し、本市に

おける過去最大規模の降雨（70mm/h）に対して、床下浸水が概ね解消できるように、より一層効

果的に雨水整備を進めることとしている。 

 

重点整備地区の一つである宇佐町・片野新町地区では、平成２１年、２２年、２５年、２９年、

３０年の豪雨により浸水被害が発生した。当地区においても雨水管などの整備を実施してきた

が、平成３０年７月の豪雨では、市内で過去最大規模の降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１

０戸、床下浸水１５６戸の被害を確認した。 

当地区は、国道３号などの緊急輸送道路や三萩野公園、メディアドームなどの防災拠点・大規

模予定避難所といった地域防災計画に位置付けられた施設を有する地区であり、住宅も多く、人

口が密集した地区となっているため、豪雨による浸水が発生した場合、被害の甚大化が想定され、

経済的な損失は大きい。 

平成３０年７月の豪雨（70mm/h）と同規模の雨が降った場合、当地区では、家屋、事業所、公

共施設等への直接的な被害に加え、営業停止等の間接的な被害が想定される。（被害想定額：約８

５億円）なお、費用便益分析の結果は、Ｂ/Ｃ=１.７９となり、便益が費用を上回っている。 

 

今後も気候変動の影響により、局地的な豪雨による浸水被害の発生リスクが増大する中、将来

にわたって、市民の生命、財産を守り、暮らしの安全・安心を確保し、災害に強く、安らぐまち

の実現を図るためには、浸水対策が必要である。 

なお、公共事業評価に関する検討会議では、「本事業を計画どおり進めることについて異議は

無い」とされ、事業実施にあたって留意すべき点が意見として挙げられた。 

これらを踏まえ、事業概要及び検討会議の意見を踏まえた市の対応方針案について市民意見を

募集した結果、｢事業の推進｣、｢市民周知｣、｢安全への配慮｣、｢事前調査｣に関する意見が寄せら

れた。なお、計画の修正を要する意見は無かった。 

 

以上のことから、検討会議で示された留意点や市民から寄せられた意見を踏まえ、計画どおり

事業を実施することとする。 
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